
甲南大学 理工学部 久原篤 教授が第 14 回日本学術振興会賞受賞

久原教授の研究業績の解説

ヒトを含む生物は、環境の「温度」を常に感知して、生存しています。久原篤教授は、こ

れまでにシンプルな実験動物である「線虫」を使い、 (１) 温度の感知、(2)温度の記憶学習、

そして（3）低温に体が慣れる時に働く、新規の遺伝子や細胞ネットワークを見つけました。 
(１) 温度の感知が、ヒトの嗅覚や視覚と同じ仕組みで行われることを見つけました。

(２) 温度の記憶学習のための最少の神経細胞ネットワークを見つけました。

(３) 低温に体が慣れる際に、頭部の神経細胞が「腸」や「精子」に指令を出すことを見つ

けました。その際、精子が頭部の神経細胞をフィードバック制御していました。

◇授賞対象研究業績◇

「線虫を用いた温度応答を司る分子細胞機構の解明」

(Molecular and Cellular Mechanisms Underlying Temperature Response in Nematoda) 

◇授賞理由◇

動物は温度に対して様々な生体応答を示すが、温度の感知から個体の行動に至るまでの間

には、神経回路やその他の器官を介した情報処理や記憶学習の形成などが関わっている。久

原篤氏は線虫を用いたモデル系で、温度に対する組織、細胞レベルでの制御に関する数々の

創造性、独創性に富む業績を挙げてきた。久原氏は 3 量体 G タンパク質を介した温度受容

の経路を初めて明らかにした。また、温度と餌の関連づけ学習がわずか 3 つのニューロンで

制御される最小の学習に関する神経回路を明らかにした。さらに、温度が低下すると頭部の

感覚ニューロンからのインスリンシグナルが腸で受容され、頭部の感覚ニューロンへのフィ

ードバック制御によって全身の低温耐性が獲得されること、このフィードバックに腸から放

出されるステロイドホルモンを受容する精子が介在することを示した。いずれの業績も温度

生物学において世界をリードするものである。

関連情報は以下のホームページをご覧ください。

・日本学術振興会 https://www.jsps.go.jp/index.html
・生体調整学 久原篤研究室 http://kuharan.com/index.html

専門用語の解説：

「線虫」

解説： 土壌に生息する体長約 1mm の非寄生性の雌雄同体の線虫で、正式名称はケノラブ

ディティス・エレガンス。古くから遺伝学解析に使われており、人間の遺伝子数に匹敵する

約２万個の遺伝子を持ち、人間の遺伝子と類似のものが多く含まれる。生命現象の分子メカ

ニズムを解析する上で有用なモデル生物である。

https://www.jsps.go.jp/index.html
http://kuharan.com/index.html


「3 量体 G タンパク質」 
解説： ヒトの目の光受容体や、鼻の嗅覚受容体などの細胞膜に存在する様々な受容体タン

パク質と結合し、受容体タンパク質で受け取った環境情報を、生化学的反応に切り替える「ス

イッチ」として機能する分子。正式名称はヘテロ三量体グアニンヌクレオチド結合タンパク

質。

「フィードバック制御」

解説： 末端の器官に伝わった情報を入力の器官に戻して調節すること。今回は、線虫にお

いて、頭部の神経細胞に入力された温度の情報が精子に伝わり、精子が頭部の神経細胞の働

きを抑えていた。

＜お問い合わせ先＞ 

・本研究内容に関すること（年末年始も対応可能です）

久原 篤（クハラ アツシ） 

甲南大学 理工学部/統合ニューロバイオロジー研究所 教授

〒658-8501 兵庫県神戸市東灘区岡本８－９－１ 甲南大学理工学部(14号館 3Ｆ 久原研） 

Tel：078-435-2512 Fax：078-435-2539 

E-mail：kuhara@center.konan-u.ac.jp

研究室ホームページ： http://kuharan.com/index.html 

mailto:kuhara@center.konan-u.ac.jp
http://kuharan.com/index.html


・広報に関すること（12/26-1/4まで休みです）

甲南学園 広報部

〒658-8501 兵庫県神戸市東灘区岡本８－９－１ 

Tel:078-435-2314 Fax:078-435-2546 

E-mail: kouhou@adm.konan-u.ac.jp

mailto:kouhou@adm.konan-u.ac.jp



